
商
談
会
で
は
、
事
前
に
参
加

企
業
の
事
業
内
容
や
参
加
目
的

を
記
載
し
た
リ
ス
ト
を
提
示
。

よ
り
望
ま
し
い
相
手
を
見
つ
け

や
す
い
よ
う
効
果
的
な
「
出
会

い
」
を
演
出
し
た
。
現
地
の
経

済
団
体
・
青
島
市
環
境
保
護
産

経
済
発
展
に
伴
い
、
環
境
悪
化
が
進
む
中
国
に
対
し
、
国

内
環
境
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
進
出
が
活
発
化
し
て
い
る
。
環
境
ビ

ジ
ネ
ス
総
合
研
究
所
（
０
３
・
３
５
０
５
・
０
４
９
０
）
が

一
日
に
中
国
山
東
省
の
青
島
市
内
で
開
催
し
た
「
青
島
―
日

本
環
境
技
術
商
談
会
」
に
は
、
国
内
の
環
境
関
連
企
業
一
二

社
が
参
加
。
中
国
側
も
三
五
社
が
出
席
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
関
連
の

ほ
か
、
バ
イ
オ
ト
イ
レ
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
日
本
の
先
進

技
術
・
サ
ー
ビ
ス
に
高
い
関
心
を
示
し
た
。
業
務
提
携
や
現

地
拠
点
の
設
置
な
ど
に
結
び
付
い
た
例
も
あ
り
、
今
後
、
環

境
投
資
の
一
層
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
同
国
に
お
い
て
、
事

業
拡
大
を
狙
っ
た
動
き
が
加
速
し
そ
う
だ
。

業
協
会
が
共
催
し
た
ほ
か
、
青

島
市
環
境
保
護
局
な
ど
行
政
も

後
援
し
、
積
極
的
に
後
押
し
す

る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
関
連
の
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
業
務
を
手
掛
け
る
エ
コ

ヒ
ル
ズ
（
東
京
都
港
区
、
０

３
・
３
５
６
８
・
７
３
０
１
）

は
今
回
、
中
国
山
東
省
で
計
画

さ
れ
て
い
る
環
境
関
連
の
産
業

団
地「
青
島
国
際
環
保
産
業
園
」

の
開
発
・
運
営
会
社
「
青
島
浦

華
紫
光
国
際
投
資
管
理
有
限
公

司
」
と
業
務
提
携
し
た
。

日
本
企
業
に
対
し
て
同
工
業

団
地
へ
の
投
資
や
進
出
を
働
き

掛
け
る
と
と
も
に
、
団
地
全
体

で
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
一
括

認
証
取
得
の
支
援
や
、
進
出
企

業
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
維
持
管
理
な

ど
を
受
託
す
る
内
容
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
現
地
企

業
を
通
じ
て
、
同
国
内
で
バ
イ

オ
ト
イ
レ
を
展
開
し
て
き
た
寺

田
鉄
工
所
（
０
８
４
・
９
５

３
・
０
５
５
６
）。
今
回
、
二

社
と
新
た
な
代
理
店
契
約
を
締

結
す
る
方
向
で
合
意
し
て
い

る
。寺

田
雅
一
専
務
は
「
当
社
の

バ
イ
オ
ト
イ
レ
は
給
排
水
や
汲

み
取
り
が
不
要
。
現
地
で
は
節

水
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
強
み
を
生
か
す
こ
と

が
で
き
る
」
と
強
調
。
商
談
会

で
は
、
現
地
政
府
や
経
済
団
体

と
の
仲
介
役
も

果
た
し
た
。

排
水
汚
泥
や

火
力
発
電
所
か

ら
の
石
炭
灰
、

焼
却
炉
か
ら
の

焼
却
灰
な
ど
に

石
灰
等
を
混
合

し
て
安
定
化
処

理
す
る
独
自
技
術
を
持
つ
日
本

環
境
カ
ル
シ
ウ
ム
研
究
所
（
川

崎
市
多
摩
区
、
０
４
４
・
９
１

１
・
３
４
２
３
）
は
、
同
省
最

大
の
廃
棄
物
処
理
業
者
と
、
年

明
け
に
も
業
務
提
携
を
結
ぶ
方

向
で
合
意
。
同
技
術
に
よ
っ
て

生
成
さ
れ
た
固
形
物
を
用
い

て
、
現
地
で
太
陽
光
発
電
施
設

の
基
礎
地
盤
を
整
備
し
て
い
く

考
え
だ
。

山
本
順
一
郎
社
長
は
「
中
国

に
お
い
て
は
太
陽
光
発
電
の
導

入
費
用
は
ま
だ
高
過
ぎ
る
。
し

か
し
、
将
来
の
設
置
を
視
野
に

入
れ
た
」
と
話
す
。
来
年
初
に

も
再
度
訪
中
し
、
具
体
計
画
を

詰
め
る
方
針
。

こ
の
ほ
か
、
既
に
現
地
事
務

所
を
設
置
し
て
い
る
木
炭
製
造

装
置
メ
ー
カ
ー
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
（
東
京
都
港
区
、
０

３
・
３
５
０
５
・
１
７
１
４
）

や
緑
化
関
連
の
国
際
環
境
デ
ザ

イ
ン
協
会
（
東
京
都
港
区
、
０

３
・
３
５
６
０
・
２
２
２
０
）

な
ど
、
幅
広
い
業
種
か
ら
参
加

し
た
。

日
本
の
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
し
た
い
行
政
と
、
そ
れ
を

活
用
し
て
事
業
拡
大
に
つ
な
げ

た
い
現
地
企
業
。中
国
政
府
は
、

進
展
す
る
環
境
汚
染
に
歯
止
め

を
掛
け
た
い
考
え
だ
。
山
東
省

で
は
、
今
年
か
ら
二
〇
一
〇
年

ま
で
の
五
年
間
で
、
省
内
の
国

内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
約

三
％
に
相
当
す
る
約
三
六
〇
〇

億
元
（
約
五
兆
四
〇
〇
億
円
）

の
環
境
投
資
を
計
画
し
て
い

る
。「
上
海
や
大
連
な
ど
に
比

べ
経
済
発
展
に
や
や
遅
れ
が
見

ら
れ
る
た
め
、
環
境
に
力
を
入

れ
る
こ
と
で
差
別
化
を
図
っ
て

い
る
の
で
は
」（
参
加
者
）
と

の
見
方
も
あ
る
。
環
境
に
対
す

る
市
民
の
関
心
も
高
く
、
商
談

会
の
模
様
も
現
地
で
大
き
く
報

道
さ
れ
た
。

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
研
究
所

理
事
長
で
、
エ

コ
ヒ
ル
ズ
社
長

の
田
宮
嘉
一
氏

は
「
進
出
に
当

た
っ
て
リ
ス
ク

が
あ
る
の
は
確

か
。
し
か
し
、

そ
れ
を
具
体
的

に
ど
う
取
り
除

く
か
考
え
て
い

く
と
、
活
路
は

開
け
て
く
る
。

日
本
の
技
術
に

寄
せ
る
信
頼
も

厚
い
。
こ
れ
ま

で
の
活
動
で
あ
る
程
度
パ
イ
プ

を
構
築
で
き
た
の
で
、
関
心
の

あ
る
方
は
是
非
展
開
し
て
欲
し

い
」
と
呼
び
掛
け
た
。
同
研
究

所
も
、
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
な
ど
を

通
じ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
針

だ
。
来
年
度
も
、
ス
ケ
ー
ル
ア

ッ
プ
し
た
商
談
会
を
実
施
す
る

計
画
。

平成１8年（2006年）11月22日（水曜日） （2）環境経営総合

環
境
ベ
ン
チ
ャ
ー
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チ
ャ
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中
国
進
出
を
加
速

中
国
進
出
を
加
速
 

環
境
ベ
ン
チ
ャ
ー

中
国
進
出
を
加
速

現
地
企
業
と
提
携
へ

日
本
の
技
術
を
信
頼

環
境
投
資
拡
大
に
商
機

技
術
商
談
会
に
12
社
が
参
加

日本側参加企業一覧

国際環境デザイン協会
草柳建設
木村化工機
日本環境カルシウム研究所
宇部マテリアルズ
エクシードエクスプレス
ゼロエミッション
アーバンシステム
エコヒルズ
アクア・グリーンシステム
寺田鉄工所
FEM

中
国
山
東
省
は
今
後
５
年
間
で
約
５
兆
円
の

環
境
投
資
を
計
画
。
商
談
に
も
熱
が
入
る


